様式１
様式３-２

	Ⅳ．事業を実施するための基礎となる改革等の実施状況（COC+参加校）

	【○○大学】

ⅰ）　学位授与方針等の状況
全学的に定められた入学者受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）、教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）、学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）が各学部（短大、高専にあっては学科）で定める各方針に反映されていること。また、その内容がホームページ等で公表されているとともに、各学部（学科）のカリキュラム編成等に反映されていること。※ディプロマポリシーに関する部分のみ高専を除く
【指標への対応状況】（対応済又は未対応に○。未対応の場合は対応時期を記載）
対応済
未対応
（全学での対応完了時期）　　　　　
ⅱ）　授業計画（シラバス）の策定
　　全授業科目において授業計画（シラバス）が作成され、かつその内容として科目の到達目標、授業形態、事前・事後学修の内容、成績評価の方法・基準が示されていること。
【指標への対応状況】（対応済又は未対応に○。未対応の場合は対応時期を記載）
対応済
未対応
（全学での対応完了時期）　
ⅲ）　単位の過剰登録の防止
キャップ制の採用など、全学生を対象として単位の過剰登録を防ぐための取組が行われていること（キャップ制を採用している場合は、その上限が適切に設定されていること）。※短大、高専を除く
※キャップ制を導入している場合は、１年間あるいは１学期間の履修科目登録の上限数を記入してください。
【指標への対応状況】（対応済又は未対応に○。未対応の場合は対応時期を記載）
対応済
未対応
（全学での対応完了時期）　
ⅳ）　FDの実施
　　　　学部で教育を行う全専任教員を対象として、教育技術向上や認識共有のためのFDが実施されていること（各年度中に全専任教員の4分の3以上が参加していること）。
【指標への対応状況】（対応済又は未対応に○。未対応の場合は対応時期を記載）
対応済
未対応
（全学での対応完了時期）　
ⅴ）　客観的な成績評価基準の運用
GPA制度などの客観的な評価基準を導入し個別の学修指導に活用していること。
※基準の概要・運用方法も記載すること。
※短大、高専を除く
【指標への対応状況】（対応済又は未対応に○。未対応の場合は対応時期を記載）
対応済
未対応
（全学での対応完了時期）　
ⅵ）　入試日程等の遵守
【指標への対応状況】（対応済又は未対応に○。未対応の場合は対応時期を記載）
対応済
未対応
（全学での対応完了時期）　
ⅶ）　設置計画履行状況等調査への対応状況
設置計画履行状況等調査の対象となっている大学において、「是正意見」が付されている場合は、当該意見が付されていない状況となっていること。
【指標への対応状況】（対応済又は未対応に○。未対応の場合は対応時期を記載）
対応済
未対応
（全学での対応完了時期）　


	Ⅴ．構築する教育プログラムにおける地域志向科目一覧（数が多い場合は別添（様式自由））
　　※COC+大学のみ

	【COC+大学】
【COC+参加校】

	Ⅵ．地元企業等との共同研究・寄付講座一覧（数が多い場合は別添（様式自由））

	【COC+大学】

【COC+参加校】


	Ⅶ．公開講座一覧（数が多い場合は別添（様式自由））

	【COC+大学】

【COC+参加校】



（機関名：　　　　　　申請類型：　　　　　　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
24
28

